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地方自治法第 233条第 4項の規定にもとずき昭和 3 9年度東京都日野市会計の各部門における

主要な施策の成果その他予算執行の実績につ W て報告します。

昭和 4 0年 12月 日

日 野 市 長 有山 夜、
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昭 和 3 9 年 決 算につ W て

① 各会計決算総括

昭和39年度各会計はついては第 1表のとおりであるが前年度との比較は次表のとおり

単位千円

② 一般会計について

前年度との比較は次表のとおり

単位千円

年度別|予 算

3 9年度

3 8年度

(%) 

増 減 i

上記の通り決算額は歳入 11. 8'%. 歳出札 9%と伸びを示している。

① 歳入について

歳入の根幹を示す市税は 61 5，5 3 1千円で前年度K比し 12 3，0 9 3千円の伸びを示したが、歳入総

額の 62.8%を占めて居り極めて高率であるe

区

-2ー

市税収入の詳細は第 5表のとおりであるが、調定額('(対する収入割合は現年度、 98.5%滞納繰越分

5 2.9 %であり、計 96.5%と前年度の 94.7%と比して 1.8%と徴収実積が上っている.

次に各款別ごとの前年度との比較は次のとおりである。

単位千円

年 構成比

分 3 8 1 39  

， 



②歳出について

歳出の予算執行率は 38年度91.6% 3 9年度 88.8%となり、 2.8%とやや低下しているo

各款別の詳細は別表2のとおりであるが、性質別決算Kついては次のとおりである.

一般会計性質別年度比較表 単位千円

下下、ぞ¥ 度
昭和 38年度 昭和 39年度

5 8 3 9 

，人 件 2 0 1， 6 0 5 2 7 3，3 7 3 2 3.4 2 8.9 

物 件 費 8 5.2 5 8 9 8，7 42 9.9 1 0.4 

維 時 補 イ彦 費 1 7， 0 7 4 1 3，1 0 2.0 1.4 

一一一一一一一一 一一一 一一一 一一一一…一一

扶 助 費 9，888 2 4，7 0 3 1. 1 2.7 

補 助 費 8 1， 1 9 5 1 2 5， 9 1 3 札5 1 3.4 

普通建設事 業 4 0 8，4 6 1 350，273 4ス4 ろス 0

災害復旧事業 費 5，9 7 8 403 0.7 O. 0 5 

失業対策 事業 費 1， 2 4 6 2，0 0 1 O. 1 0.2 

公 債 費 1 1， 3 4 1 1 9， 3 4 9 1・.3 2.0 

積 立 金 754 。 0.1 。
. 

出 資 金 1 1 7 403 0.0 5 

貸 付 金 1，3 0 0 。 0.2 。
一一一一一 一一時

繰 出 金 3 5， 7 3 2 5λ322 4. 3. 9 

一一 一 一一一一一一トー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一

繰 上 充 用 ノ~ 。 。 。 。

予 f蒲 費 ， 。 。 。 。
5 . 

~ 言十 8 5 9，9 4 9 9 4 5.5 8 2 1 0 O. 0 1 0 0.0 
s 

1重ー

③ 明詳繰越費Kついて

日野第 5小学校芝山分校防音工事業が、設計変更等陀より、明許繰越費として 10，0 6 5千円、計上され

ているo

なお本工事の内 39年度では、 1 2 8.0 5 6千円支払った由

4 
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一般会計並びに各特別会計決算総括表
(第 1表) (単位千円)
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月 別収支一覧表

市税の徴l{X実績

(第 5表)

11 ・ ーらー



3 68，08 4，17 0 

~ 
/ 

日現在

一般会計歳入歳出構成凶 r

6 0，63 4 

1 6.0 0 0 

。月9 年

人口

世帯

3 昭和

9年度悩和 3

6 1 5. 5 3 0， 5 4 2 

〈第.6表〉

1 11，827， 1 0-2 

衛生 費

費

1 6 3，1 9 6，7 0 3 

務総、

/ 

5.2 0 2，9 8 1 

9，4 4 4，83 0 

1 9， 3 4 8， 7 7 2 

11ス726，120

0.6% 

1.0% 

2.0% 

費業農

1

111
1
11
11
1
1
1
11
1
1
1
11
し

人口一人当り

1 6. 1 6 7 

6 1，2 6 8 

一世帯当り

国庫支出金

1 6.89 2，5 8 7 

6，5 4 2，6 4 0 

ス73 5，0 0 0 

ft，3 8 8，2 9 9 

2，2 0 2，3 8.2 

1 5，5 ，0 0 

1 6 6. 0 5 4， 5 2 1 

5 0，3 0 0， 4 8 2 

1. 7 2% 

0.66% 

0.79% 

0.4 5% 

0.22% 

0.0 1% 

‘一都支出金

l 51500000 

f r-繰越金

1 1 分担金及負.1=].金

し一一 i地 方 交 付税
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一般会計予算決算比較云年度H8和 3
(第 7表)

入)

歳

算

9 8 0，29 3，4 19 

入

決

(歳

予

1. 0 6 4， 2 5 0， 0 0 0 

算

同一山
予算

決算

0.7 0.6 

寄

五¥¥¥ !予算
目ド¥ 、--.，

0.8 

0.5 

0.2 

0.7 

0.2 

0.3 

入

地方交付税

金

金

分担金及負担金

収

付

産

入繰

財

日
決

算

9.8 

9 

5.1 

0.0 1 0.0 1 

繰
越
金

諸
収
入
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一般会計予算決巣比較表9年度3 nu 

手
小・・附(第 8表 )

50 

出 )

|よ旨¥ 予算 決算

労 働 費 0.7 I 0.6 

住金" 工 費 1.0 1.0 

災害復旧費 0.0 1 0.0 

諸支出金 0.0 0.0 . 

繰 上充用金 0.0 0.0 

予 備 費 0.0 0.0 

一 一

算

9 4 5. 5 8 1， 6 0 2 

出
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1， 0 6 4，2 5 0， 0 0 0 
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BR和 3 9年度 予算に対する歳入歳出比較表

(第?表)

( 単 位 円 )

9 
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各款節別決算編一覧表 '.
(単位千円〉
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投 資的経費状況

(第 1 1表)
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負 担 金

4. 使用料及び手数料

1.使 用 料

可

歳入決算に係る予算 執 行 の 実 績

3 4; 6 5 9 

12，992 

一一一 一一一一一一一 一一一一一一 一
3 4，2 3 3 9 8.8' 

1 れ ~~J__~工4.1 . l_~竺竺???竺空{'~f~竺竺竺竺一一一一一一一一一一一ι一一一一一)ー一一一一---;;___

2 0，7 10 9 5.6 

督促手数料

戸索J住民登録手数料

転出証明手数料

臨時運行許可手数料

主食割当手数料

8， 9 8 6件

3 8，1 8 8件

3 3件

1 1件

2件

諸証明手数料

墓地管理手数料

し尿汲取取扱手数料

へい死犬取扱手数料

8 6.3 I老人福祉貸

--1 児童福祉泣負担金、生活保護費負担金.その他負担金が収入された。

防音工事法定負担金収入なし

教育長絡与補助金は 3.9年度より廃止になJたので予算に計上したが収入なし。

462件 1

257区画

5 8，5 2 3件

2 9件

9 2.1 I 防音工事関係で 10， 0 6 5，2 7 4円を明許繰越したので予算と収入済額に大巾な開きを生じた。

幼稚園補助金1，0 0 0，0 0 0円減決定通知おくれ予算補正ができなかった。
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歳出決算 K 係る主要施策の成果及び予算執行の笑緩

別表 2

議 A 
"Dえ no 

nu寸o，
 

『んっι

叶 2. 総 務 費

1. 総 務 管理費 1 1 2，2 3 8 

費 3 3，6 3 4 2. 徴 税

9 8.2 5件続審議 1件

行政 視 察

月日

5月 15日

1 0月20日
"" 2 1日

// 

1 0月27日|文教、厚生委員会 I 1 4 I長野県松本市 !教育行政及び衛生行政
"" 2 8日i !.， I 

11J311S1 厚生委 員会 1 71話庶恰区都雲!火葬場視察

1 6 3，1 9 7 I 9 6・4! 1. 人事院勧告による給与改訂を実施した。

一一一一一一一一一一ト一一一一一一I2. 需用設については、人口急増に伴う事務量の増加及び諸物価上昇により一般管理経費が増加したが極力節減に

1 ・ i 努めた0

3. 南部、中部地区市民セシターを設置し、市民の読書.公贈宮活動に備えた。

1 0 7， 2 8 5 I 9 5. 6 I 4. 庁舎.職員ホーノレ、及び調理室を増改築し1職員の福利厚生に備えた。

5. 市民ノ《ス購入代残鍛及び市長車購入を執行した。

6. 市公報 153号より 16 3号まで 11回発行し住民への PRに努めた。

例記集追録を行い整備を図ったo

Jo 
fo 

nu 
zd 

弐
V

I 0 諸用紙印刷の改訂により需用設の未執行を見た。

9 8.3 1. 0 法人市民税確定申告分増額更£により還付減額となり予算未執行となる。

I 0 上記以外は予算通りの執行を見たO

-16-



3. 民間保育所に月平均98名の措置児を委託し保育に欠ける乳幼児の保育に努め勤労世帯の観止増進を図り実績

| 守あげた。
1 4. 東京都の行う母子貸付金の申達事務等を行い.母子福祉の増進に努めて実績をあげた。

5 生 活保護資 I 3 0，0 8.Q I 2ス5931 91.7 10 生活保護法に基き月平均 f'2 7世帯308人に対し生活扶助等 7種類の扶助を支給し‘生活困窮者の福祉機
I '-' v，.... V .... .1 ... " '"' ' ..... 1 '.. I ! に努め実綬をあげた。

4. 災害救助 費 I 1 6 ! 1 0 I 6 2.5 1 0 火災による擢災者 1件に対して見舞金を贈ったゐ

I I I 、
5. 国 民年金銭 I 3， 3 6 5 1 3， 3 4 0 I 9 9. 3. ! 0 未納保険料の徴集.過年度の滞納整理‘未加入者の加入に努め85.1 %の徴集実績をあげた。





10.教 育 費 447， 949 3 6 8， 0 8 4 8 2.2 1. 教育委員会において年度内の誇管事項は適切に処理され市内小.中学校の教育振興に寄与しむ

2. 奨学資金制度も大いに活用され.初期の目的は達成された。

3. 本年度‘指導主事が~日開され各領域の学習について指導助言が効果的に行われ、また教職員の研究意欲も旺盛・
となり自由及び指導研究の助成も有効適切に行われた。

4. 林間施設建設の一期分士、事を執行し 40年度夏季抱設の開設にまに合わせるよう効果を上げた。

一 一

1. 教育総務費 3 1， 3 3 1 3 0，2 4 6 9 6.5 

一一一寸一一一一一一一一一一一+一一一一一一一一一一←-

12 小 学校費 !.3 1ム24 6 I 2 4 0， 1 6 0 7 5.9 

1. 小学校の学校管理運営に必要な経設は予定どおり執行し成果を見た。

2. 夏季施設.学校行事.科学セシタ一、教育研究会等について助戒を行い成果をあげられた0

3. 児童の保健、給食‘学校安全会等の事業が適切に行われた。

4. 社会増に伴ぃ5小9教室.平山小 5教室の増築を行い予定どおり完戒したo

5. ー小の防音工事も本年度をもって改築を完了し‘杭空機の騒音による授業の中断もなく学力向上に効果があっ

たo また‘四ぶ潤徳小の防音改築.六小.平山小の併行防音工事 も予定どおり完成した。

3. 中 学 校 費 5 3，1 4 0 5 1，8 1 9 

1. 中学校の学校管理運営に必要な経費は予定どおり執行し成果を見た。

2. 夏季施設.修学旅行、教育研究会等に関する事業が効果的に実施された。

9 Z 5 I 3. 生徒の保健‘ ミノレク給食‘学校安全会等に関する事業が予定どおり実施された。

4. 第二中学校屋体348坪を予定通り労武し、雨天時の体育を実施出来.生徒の体位向上に資した。

←ー一一一一一一一一一 ; ー 一 一 一一一 一一

4. 社会教育費 9，366 8，267 

1. 社会教育事業として‘背年学級.婦人学級， P， T、A活動.新生活運動.女イ燦，!i党人弐典を開催し成果を

克ぬまた女化財保護‘背少年教育等女化振興に努め成果を上げた。

2. 東京オリ γ ピック開催年度.当市においても聖火リレーと自転車ロードレースのコースになっており‘聖火リ

8 8.3 I レーに於ては69名の背少年を選択し5[ffiの訓練を行い 10月8日昭島市より受けた聖火を立川市ヘヲ|継いぬ

また自転車ロードレースは清掃. 警備を強化し P，R(銑虫装飾〉等に協力を行い.東京オリシピック成功べの一

環を担う。

3. 体育協会委託事業‘ 市民レクリエー νョシ大会.陸上競技大会の開催等体育振興に努め成果を上げた。

5. 保 健体育費

6. 幼 稚圏 諸

3，4 1 9 3，2 8 1 9 6.0 。 各種社会体育問体ヘ補助し. 市民の健全なる育成に努め成果を上げる。

0 近年幼児教育の振興がさけばれている折‘第1幼稚園7教急第2幼稚園 5教室が完成し幼児教育振興に寄与
した。

3 4，4 4 7 3 4，3 1 1 9 9.6 
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別表 3 

日野 市公 議員屋特別会計

概 要

(1 ) 昭和 3 9年度 公益質屋事業 K於 いて貸付 額の伸長 lで より前年 度に比 し倍 額の伸長率を 示し初期の目的である在庫額の拡充は予期以上の 成 績をみる K至り独立会計

の目的である収支ノミランスの基 礎 が 達 成 さ れ た @

(2) 本年度 K於ける貸付対弁済 率は良好な回転率を示 し利子収入の倍加にとも 左 い収支安定経営の 礎を成 した。

(3) 金 融 ひ き し め に よ る 経 済 不 況物価の高騰等は本年度後半より一般市民 K もその影響少左からず益々利用者の増加が予怨される.

2 貸付状況

(1 ) 業態別貸付状況

む)在庫状況

最

最

低(7月) 2， 0 4 2.7 0 0円

高(3月) 2， 6 9 3， 3 5 0円

業態別弁済状況

陥井口 3 8 年度・ 3 '9 年 度在庫状 況比統

差引増鋲 ( ) 462 ;149M20 1 1 275 I 836，900 
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昭 和 5 ス3--8. 3 9年度の比較

貸付状況

口数 金額

1.000 ，---一 一一一一…一一一一

1 841只800

S 37 38 

-22ー

(吋弁済状況

口数 金 額

2，343 

1.373 

38 

3，3 1 0，350 

百l-r:L「

付利 子

7. 0 I一一一一一一一一一一一一一一一
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国民健康保険事業勘定特別会計 、 対IJ表 5



1 療養諸 費

ー

l
j

，
 

被 保 険 者 730人

2. ) pコzζζ 主白玉~ 率 3 4.07労

1人当 b費用額 1，1 4 5円

4. ) 保俊者負担金 1 3.5 2 3，3 9 0円

被保険者の受診状況

5 4， 9 1 1 9 8. 7 

i

!

i

 

，
.
 

年

度



f吐 '

種 別 件 数 費 用 額
保 険 者 被 保 険 者 結 核 予 防 法

負担分 負 担 分 負 担 分

総
療養の給付 44，677 88，92史男 18 53，603，28 33，902，753 423，481 

療 養 費 72 490，319 295，666 1 94，653 
数

言十 44，74 8号419，837 53，898，950 34，097，406 1， 423，481 
6 5 5 

世 養の給付 11，8 79 3，32号132 22，761，868 9，491，042 1，076，222 
帯

療 養 費主 32 252，584 1 76，802 75，7 8 2 

ノ5t 計 11，91t 33，581，7 1 6 22，938，670 号566，824 1，076，222 

非主 療養の給付 32，7 98 55，600，386 30，841，41 6 24，4 1 1，7 1 1 34ス259

一一 世 療 養 費 40 23ス735 1 18，864 1 1 8，871 

帯分 計 32，"838 55.838，1 21 3 0，960，280 24，530，582 34ス25号

助 産 :設 655.000 
2 2 4 2 1 0 0.0 

葬 包アz3t之、 tま 83 242，00 0 

言十 310! 89ス000

保育指導，母性保義結核予防，健康相談 (乳幼児，成人，妊産婦 〉栄養改善及び家族計画等を市相談

室，出張及び家庭訪問で撹唾的に行った口

補助金の単品目交付のため一時借入金未執行の為減になった。
』一一一‘司一』一一一一一一.-.".-一--一日一一占一一一一一一一 一←一-一一骨一一目一一一一一一一-一一，一圃 一圃一一一一一陣一一一一一一一甲一-一一一a勾叩..____.._____....._，.__._. .__o.._ __.__ __ __...._.__~.._.__ __， _，_，_'__..w_. __.______.__，._._____ _，_. ___0___ ___.__._~" _"_ __. _.. __ ________ 

保険説過誤納還付金 3 7件



. . 日 国 民野 市

6. 市 イ責 1 00.0 

歳 出
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健 保 院 別表 6

〈単位千円〉

;漬

〈単位千円)

一 一一一一一一一一一

J¥. ， 院 外 来

延 (一日吋者数j収 入
中患者数E患者数患者数前年比前年比 患者 者数前年比

48イ31人(日14 1159# | 59.077A 195A 119.5% 

施策の成果及び予算執行の実 績

入院について前年度同様入院施設の最高限度まで収容を続けているので患者数は殆ど変更ないが収入は診療

報蹴点数の改正によ b却って増加している。外来については前年比約 2創の患者増であるが現有設備ではとれ

が限界であるo 収入は患者増を除くと 10%増加になるが甲表点数表を採用しているので入院収入の様K点数

表改正Kよるというよ bも診療内容K沿いて軽患患者の比率が減少した結果と解すべきである。

続三入金は増築事業費 3，87 0千円公債費 1，9 5 0千円用地購入割賦 330千円電話債 100千円K充てるも

のでいずれも資本と見倣されるものであるo 増築事業費のうち 2.37 0千円は工事未了によ b明許繰越したロ

市僚は申請同額が許可とま b入金したが同じく明許繰越となった。

項 日 i所要額 i比 率 事業収入100月て対する経費 ! 

一 -

3 4.9 

3.8 
一 一 一 一 一

2.6 

9.3 
一一一

9 7.5 

款 予算現額 執行率

1. 医 賢

一
費 97.3 

決算額項

1. 職員 30，395 

務

Z 管理運営費 6，093 5，986 

業

食

25，366 25，1 00 99.0 

2. 給 1，7 1 1 1，758 

険康 病

執 一マdf
i
 

の 災

オ出総額のうち施設整備費、公債資を資本的支出として除き残bの経常支出Kついて全経常費との構成を比

較すると下表のとなb

事業収入 100円K対じて経

費が 97.5円となり建全なる事

業形態を完成した白しかも事

業経費にはオートクレープ

100千円、フイノレム γライ

ヤー 13 0千円トヲンジスタ

EKG260千円顕微鏡 16 

0千円ネプライザ-63千円

光電比色計 150千円電気泳動 65千円オフタルモメーター 14 2千円腹腔鏡24 5千円計1，3 1 5千円の購

入を含むので準資本的支出である主要医療機械整備をも病院の自己収入で購入する ζとを得たものである。



lIl"" 

日 野市 者[5 巾 計画特別会 言十 別 表 7

歳入

ノ

歳出

予 算 現 額 |款|項

1. 平山台区画整理事業i

執 行 の 実 績

1.予備

1. 予 '備 費 2 

t ‘ 

-29-



日 野 市 用
。
地 特 Jjlj 会 斗-

一一一一口

東大久保用地が売却未執行の為収入 K減を生じた。

歳 出

ノ '



ロH 野 市
-Z
寸

バ什
t

月iJ用 lコ
ロロ

歳 入

歳 出

.}. u 

A 
つE又 言十 別表?

施策の成果及び予算執行の実績
1

1

1
十

率執

9 3.9 用品会計の目的である集中購買について本会計のもつ利点を十分発揮

9 3.9 
し経 費効果的使用 K成果を得た。

- 3 1ー



水 道 事莱報告書

1.概 況

(1 )総括事業

本年は水道拡張事業 5ク年計画の初年度にあたb給水区域内の水不足を解消する為第 5小学校々庭

内K第7水源を掘削、第 1浄水場までの導水管布設、及び着水井、配水ポンフ・等の増設工事を行った。

叉異状渇水KょD民家の浅井戸が枯渇〈特に災害の著しい三角、若宮町地域K配水管の布設を行なっ

た。

業務については 71 1件を新設し 8.42 3戸に給水した。

(2) 議会議 決事 項

提出年月日 議決年月日

トー一一一一一一一ーーー

6 2 3 7. 2 1 

1 2. 7 3 2 

一一一一一一

1 2. 7 1 2 1 8 

3 2 3. 2 

一 一一一一一 一一一一一一 一一ートー

8 9 昭和 39年度日野市上水道事業会計補正予算議定Kついて 5 1 2 320  

!っ-~-;---fai戸函記函主語算議定Kついて
ー一

" 5 3 1 

(3) 行政官庁認可事項、

(4) 職員に関する事項

該当事項なし

事 務 職 員 その他職員 備 考言十

前年度未 3 4 

3 9年度

増 減

昭和 39年 10月1日人事院勧告によ!J8. 4婦ベースアップを行なった白

(5) 料金その他供給条件の設定変更に関する事項、該当事項なし

.t 

- 32一

2. 工事

(1 )建設工事 。概況

工事名 本年度施行内容
本年度 |着 工

準工i備
工事費年月日 月日

‘一一一

第7水源深井戸 取水ポンプ口径 13 0 mm、長サ 60 m S s 

fL王 土 と:馬力錫水能力一

3.100.000 39.12.26 4.0.5; 4 

， 

導水管石綿セメント管o2 0 0 x 1. 0 9 4 m 
第7水源導水管 着水井、内の 92. 4 m x 7 m x 3. 7 m 鈎 S S 

40. 4.23 40.5.30 

等増設工事 • I H = 5. 0 3 7 KW、ペンチユリー取付 1台

時間最大 40 0七、最小 40七、
トー一一一一ーー

三角若宮町地区 石綿セメント管 S S 
o 1 0 0脚 X897m i拙 ODOO 40. 3. 1 

配水管布設工事 7 5問 x6 3 7.5 m 

(2) 改良工事の概況

(3) 保存工事の概況

3. 業務

1. 年度末給水人口

2. 年度末給水戸数

該当なし

該当なし

3 3，6 9 2人

8.4 2 3戸

3. 年度末給水栓数、家事用 8.33 7戸 官公署46戸 営業用 39戸 共用 1戸

4. 年間配水量2.5 7 3.9 4 2立方米

5. 年間 1ヶ月平均配水量 21 4.4 9 5立方米

6. 年間給水量 2. 1 1 1. 1 8 5立方米

7. 年間 1ク月平均給水量 1 7 5.9 3 2立方米

8. 年間有効水量率 8 2.0婦

事 3 8年度 3 9年度
比 較

項

年度末f合水人口 I 2 9.8 0 0人 I 3 3. 6 9 2人



(勾 事業 収入 K関 する 事 項

(4)、その他主要な 事 項

(2) 企業債及び一時借入金概況

(イ)企 業債

(ロ)一時借入金

(3) その他会計経理K関する重要事項、

(5) 附 帯 工 事

該当事項なし

給水工事 7 1 1件 調 定 額 5.999.022円

:""33-

4. 会 4
1
 

==日

出 納 簿

(企業債、補助金、 関係抜率〉

d 

，ぞ
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別表 1 1 

下 水道事業報告書

1. 概 況

(1 ) 総 括事項

(2) 議 会 議決事項

議案番号 件 名 提 出年月 日 議決年月日
一 一

4 1 号 昭和 39年度日野市下水道 事業 会計補正予算議定Kついて 3 虫 9. 2 9 3 9. 1 O. 9 

ト一一一一一一一一一一一一ー一一 一一一一 一一-_.一一 一 一 一一一トーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

7 7号 昭和 3 9年度目野下水道事業 会計補正予算議定Kついて 3 虫 12. 7 3 Sえ 1 2 1 8 

一 一一ト一一一一一一一一ー一一一ー一一勾一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一ートーー一-一一一一一一一ー一一一ー一一一一一一 ト一一一ーー勾ーー一一一ー一一一一一一一

6 4号 昭和 3 8年度日野市下水道 事業 会計決算認定について

l1140R011325112 2 7 4日 3. 2 
ドー匂一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一

929日号号 i i昭i沼和 39年 度 目 野 市 下 水 道事業会計補正予算議定Kついて
トー一一一一4一一ー0一.一ー一一3一一.一2一ーー0ー一個ー

ïf~ 4 0年度目野市下水道事業会計予算議定 Kついて 4 O. 3..3 1 
，_ 

侶) 行政官庁認可事項

(4) 職員 K関す る 事項

該当事項左し

~丈容 i 事務織員|技術峨員 計 備 考

前年

昭 和 3 9年少月 1日人挙院勧告案 K基づいて給与改定をした。

(5) 料金その他供給粂件の設定変更に関する事項 該当事項左し



.，. 

2. 工 事

(1) 建設工事の概況

工 事

(2) 改良工事の概況 多摩平地区汚水処理場内プリエアレー γ ヨンタン ク 1池，最後沈厳池 1池，汚泥濃縮槽 1槽，等の増設並びK 汚泥乾燥

床 1部改造

(3) 保存工事の概況 該当事項なし

3. 業務

(1 )業務量

1 年度末処理人口 1 4， 6 7 4人

2. 年度末処理戸数 4， 2 5 5件

3. 一日平均処理量 3. 3 2 6 rrt 

(2) 事業収入 VCI掲する事項

........ 

-3 5一
， 
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資本的収入

〈単位千円)

資本的支出

(単位千円)

科 目 !

j1  項 l 目 -l予算現額

一 王空一日 -土l竺一一-f二三一二日
総係費:1 

下水道事業資本的支出 i一一一一一一一一一一一一一一J一一一一一一一一一一一一一一
固定貸産の購入費: I 

rーで一一一一一一一一一一「一一一一一 寸一
企業債償還金!企業債償還金: 1 

資本的収入額が資本的支出額K不足する領2，66矢口 o0円は過年度損益勘定内部留保資金で補娯する。
/ 

" 

司.， 巴掃



収 益 的 収 入 ヤ単位千円)

科 目

予 算現額 決 算 額 収 入 率 執 行 の 実 績

款 項 目

下水道処理収益 8，9 0 2 ス56 7 1 1 Z 6 
ト一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一回 一一一一一一一 一 一 一 一 一一‘一一一一一

営 業 収 益 戸3ZζL 託 工 事収 益 1 。 。
一一ヤ一一ー一一一回 一 一一一 一 一一一一一一一

その他営業収益 48 5 9 8 1. 3 
下水道事業収益 一 一一一ト一一一一ーー一一一一一ー一一一一一一一』姐

F3Zζ L 取 利 ，息 7 0 月8 1 2.0 
一

営 業 外 収 益 他会計よりの繰入金 7 2 1 7 2 1 1 00.0 

一 一一ト一一ーー一一ー一一一一一一一一一ト一一一一一ー一一ーーーーーーーーー一一一一ー......-

子荘 収 入 1 5 1 2 1 2.5 

収益的支出 (単 位 千 円 )

科 目 施策の成果及び

7 
予算現額 決 算 額 l灰 入 率

款 .項 目 予算執行の実績

下 水道処理費 3，250 3，227 1 0 0.7 

一一 一一 一 一 一 一一 一一

~ 託 工 事 費 。 。
営 業 費 用 トー 一一 一 一 一

総 係 費 4，0 1 7 3，949 1 0 1. 7 

下 水 道事業費 減 価 償 却貸 1. 3 9 1 1.28 5 1 0 8.2 

ーー
支払利息、及企業費 1.0 9 7 1， 0 9 7 1 0 O. 0 

営 業 外 貸 用 | 債取扱
ー一 トー ーー

iE-7 一 寸 f-;-出 。
一 一 トー一一一一一一一一一一一一一一一一トー 一 一一

費 。 。 。
一一-.L...一

-37 -
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(3) 事業費陀関 する事項

4. 会 計

。) 主要契約の要旨

(2) 企業債 一 時 借入 金概況

。) 起債の目的

位) 借 入 金利率

(訪 償還期間

計) 」八.r::.. 業 債

(ロ) 一 時 借 入 金

左 し

日野市公共下水道事業に荒当

年 6分 51豆

5 ヶ年据置 2 0ヶ年元利均等償還

該当事項なし

(3) そ、 の他会 計経理 ~I錯 する主要事項

5. 附情工事

本管接合工事

。.

該当事項左し

8 0件

-38ー
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